






要約:Wilson 病の早期発見のためのマス・スクリー二ングに使用する目的で ELISA 法によ

る濾紙血セルロプラスミン(CP)の測定法を開発したが,検体を冷所に保存しても 3 週後に

はその測定値に 20%前後の劣化が認められたため,検体の保存条件について検討した。本法

は,マス・スクリーニングに有用であるが,検体採取,輸送,保存の条件について更に検討し,

一定の基準を設定する必要があると考えられた。 


